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吹奏楽部第２０回定期演奏会，ノバホールで開催！
４月15日（日），吹奏楽部の記念すべき第20回定期演奏会が，つくば市のノバホール

で開催されました。当日のパンフレットに書いた校長挨拶文の一部を掲載します。

◆（前半略）音楽には人の心を動かす力があります。私自身，昨年９月29日の体育館での終業式
の際，吹奏楽部の皆さんの伴奏で，ゆずの「栄光の架け橋」を歌わせていただきました。大きな
拍手を受けたときの感動は今でも覚えています。実は，歌の途中でアンプのヒューズがとぶとい
うハプニングがあり，３番はマイクなしで歌いました。その時，吹奏楽部の皆さんは音をしぼっ
て伴奏してくれました。その心遣いにも感動しました。

◆ 本校吹奏楽部は，昨年夏の吹奏楽コンクール茨城県大会高校部門で金賞，秋の日本学校合奏コ
ンクール全国大会（管弦楽部門）で銀賞を受賞しました。また，冬のアンサンブルコンテストで
は，中学・高校両部門で東関東大会に出場し，特に中学校部門(クラリネット四重奏)は，全国大
会で銅賞を受賞しました。さらに，昨年10月21日につくば国際会議場大ホールで開催しました
本校「創立10周年記念式典」においては，弦楽アンサンブル部と合同で「並木オーケストラ」
を編成し，実に見事な演奏を披露してくれました（ドリーム第295号）。

◆ 本日の演奏会は，３部構成になっています。第１部では，様々な構成による吹奏楽楽曲を演奏
します。第２部は，例年好評の劇です。脚本から部員が手がけている大作です。第３部は，『映
画』というテーマを設定しました。多くは誰でも一度は聴いたことのある曲だと思います。第２
部・第３部では，多くの演出を施していますので，部員による迫真の演技をはじめ視覚的にも注
目してください。本校吹奏楽部のモットーは「心を込めて音にする」です。本日も，聴いてくだ
さるみなさまに感動を与えられるような演奏会を目指し，よりアートな演奏ができるように部員
一同頑張りますので，みなさま，どうぞお楽しみください。（後略）


